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新庁舎建設(2019年(令和元年)5月)に合わせ、敷地内に地域ナチュラル系コンパクト商業施設、にぎわいの森も整備。このハード整備を機に、地方創生SDGs推進
のソフト事業と一体化して、体系化。

いなべ市のSDGsの取組

ダイハツ工業、地元の製菓業者、
飲食業者、物販業者、福祉団体

活動の意義（評価）分析

活動1：山辺の遊びをビジネス化
過疎化の進む未活用の自然環
境や山林で、アウトドア・ブランド
や事業者と連携し、大規模なキ
ャンプフィールドを整備

カテゴライズのな
い幅広い市民

活動1：観光客増加による、地域内経済の
循環、雇用の創出、地域産品・物産の購
入増加
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活動3：地域資源有効活用に
よる商品開発
放置、ロスされてきた梅、ヤマ
モモ、桑などの実を収穫、ドリ
ンク等に商品化、継続販売

活動5：市民参加型の妄想会議、
構想会議を開催
いなべ市の未来について自由に話
し合う場を設け、その内容を市民
にも共有。まちづくりの参考とする

活動2：新規産業の育成、新たなマーケ
ットの創出

活動3：新たな商品開発によ
る経済効果、外貨の獲得、
地域内経済循環への貢献

活動1：グリーンインフラとして、土砂災害、獣
害の軽減、未整備だった森林の有効活用

活動3：獣害被
害の縮小

活動2：車両出店スペース確保に伴う
、山辺エリアの整備

活動1：過疎化の緩和、自然と向き合えるライフ
スタイルの提案、人口流出の抑制、人口の転
入増、シビックプライドの醸成

活動2：インフラ弱者、交通弱者に
身近な買い物機会の創出、レイア
ウト自在で間隔が空くので、コロナ
禍でのニューノーマルを実現

活動3：食品ロスや、地域
資源ロスを削減しようとい
う啓発、ブランド化による
シビックプライドの醸成

アウトドアブランドのノルディスク
・スノーピーク、アウトドアの運営
業者、地域の体験受入業者

いなべ市役所

活動2：モバイルヒュッテ・プロジェクト
山辺エリア等のインフラ弱者のため
軽トラの荷台部分に収まる収納型屋
台をダイハツ工業と共同開発し、実
験運用。市内外で出店

活動4：フェアトレード推進とエシ
カル消費の啓発
日本で6番目のフェアトレードタウ
ンに認定され、出前授業等でフェ
アトレード商品の購入を啓発

ロス食材のある市民、地元の加工・販売業者、隣
接する滋賀県東近江市、岐阜県海津市

市民団体のいなべフェアトレードタウン
、地元商店、市内の小学校・中学校

活動4：エシカル消費傾倒による売上の
増加、フェアトレード商品を扱う商店街
への誘客

活動5：まちづくりのプレイヤ
ーを生み出すことによる新
事業の創出、ボランティア活
動による市財政負担の軽減

活動４：フェアトレード商品は無農薬栽培
を重んじ、手仕事を基本としているため、
農地の環境に優しい

活動5：環境を配慮したライフスタイル
の話し合いの場として有効に機能

活動4：国際的な貧困減少、国
際問題への学習機会の提供、
まちおこし、地産地消への波及

活動5：地域のつながりの
創出、まちづくりへの参加
機運の醸成


